
"

○

、
「
上
海
瀞
記
」
は
大
正
十
年
八
月
十
七
日
よ
り
九
月
十
二
日
ま
で
二
十
一

回
に
亘
り
、
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
（
朝
刊
）
に
連
載
さ
れ
た
。
こ
れ
は
後
、
『
支

那
淋
記
』
（
大
皿
・
皿
改
造
社
）
と
し
て
「
江
南
瀞
記
」
・
「
北
京
日
記
抄
」
等

と
と
も
に
そ
の
中
に
編
ま
れ
て
い
る
。

一
体
に
、
こ
の
「
上
海
辨
記
」
に
つ
い
て
の
評
価
は
、
と
言
う
よ
り
『
支

那
勝
記
』
そ
の
も
の
が
、
管
見
に
よ
れ
ば
評
家
の
目
に
軽
ん
ぜ
ら
れ
て
い
る

傾
向
が
強
い
。
そ
の
代
表
的
意
見
と
し
て
吉
田
精
一
の
、
「
要
す
る
に
小
説

家
の
見
た
中
国
で
あ
っ
て
、
新
聞
が
、
も
し
く
は
新
聞
の
読
者
が
期
待
し
た

か
も
知
れ
ぬ
よ
う
な
、
中
国
の
現
在
や
将
来
を
深
く
洞
察
し
得
た
も
の
で
は

①

な
い
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。

一
方
、
「
上
海
瀞
記
」
を
執
筆
に
あ
た
っ
た
芥
川
は
、
「
毎
日
紀
行
書
き
に

へ
こ
た
れ
」
（
大
加
”
８
．
３
南
部
修
太
郎
宛
）
、
「
胃
腸
直
ら
ず
そ
の
為
痔
ま
で

病
み
出
し
（
略
）
痩
躯
一
層
痩
せ
て
蟷
螂
の
如
く
」
（
大
皿
・
９
．
８
薄
田
淳
介

芥
川
龍
之
介
「
上
海
淋
記
」

芥
川
龍
之
介
「
上
海
瀧
記
」

Ｉ
里
見
病
院
の
こ
と
な
ど
Ｉ

６
－

②

連
な
り
、
つ
い
に
は
神
経
衰
弱
に
か
か
り
、
湯
河
原
へ
静
養
に
出
か
け
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
「
へ
こ
た
れ
」
、
「
蟷
螂
の
如
く
」
な
っ
た
要
因
は
、
あ

し
か
け
五
か
月
に
亘
っ
た
中
国
旅
行
の
過
労
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
従
来
の
芥
川
と
中
国
旅
行
に
つ
い
て
は
、
作
品
論
上

か
ら
は
先
の
吉
田
精
一
の
そ
れ
で
あ
り
、
評
伝
上
か
ら
は
森
本
修
の
、
「
中

国
旅
行
を
境
と
し
て
、
龍
之
介
の
健
康
は
年
を
追
っ
て
悪
化
し
、
そ
れ
に
伴

③

っ
て
創
作
力
も
減
退
し
は
じ
め
た
」
に
代
表
さ
れ
る
如
く
、
い
ず
れ
も
否
定

的
見
解
で
あ
る
。
確
か
に
マ
イ
ナ
ス
面
ば
か
り
が
露
呈
し
て
し
ま
っ
た
感
が

な
き
に
し
も
あ
ら
ず
に
見
え
る
芥
川
と
中
国
旅
行
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な

し
か
し
、
一
九
八
一
・
二
年
の
両
夏
、
旅
の
途
次
い
ず
れ
も
上
海
の
地
に

立
ち
寄
る
こ
と
の
で
き
た
筆
者
に
は
、
Ｉ
こ
と
に
芥
川
が
入
院
し
た
里
見

病
院
跡
を
尋
ね
、
更
に
は
長
崎
に
そ
の
家
族
を
訪
ね
得
る
機
会
を
得
た
こ
と

に
よ
り
ｌ
「
上
海
溝
記
」
に
今
一
つ
の
見
方
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
た
。

一
一

戸
田
民
子



「
夜
来
の
花
』
を
上
梓
し
た
大
正
十
年
三
月
、
芥
川
龍
之
介
は
「
大
阪
毎

日
新
聞
社
の
命
を
受
け
」
（
『
支
那
淋
記
』
自
序
）
、
海
外
視
察
員
と
し
て
中
国

に
出
か
け
た
。

三
月
十
九
日
に
東
京
を
発
っ
た
彼
は
、
当
初
の
予
定
で
は
門
司
ま
で
直
行

し
、
二
十
一
日
の
日
本
郵
船
の
熊
野
丸
に
乗
船
の
筈
で
あ
っ
た
。
が
、
途
中

で
熱
発
し
、
大
阪
で
下
車
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
治
療
の
後
門
司
に
向
か
い

再
度
発
熱
し
た
芥
川
は
、
結
局
二
十
八
日
門
司
発
の
日
本
郵
船
筑
後
丸
に
乗

船
、
三
十
日
上
海
に
着
い
た
。
し
か
し
上
陸
後
、
中
一
日
お
い
た
四
月
一
日
、

④

里
見
病
院
に
入
院
し
約
三
週
間
の
病
院
暮
し
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
現
地
か
ら
の
紀
行
は
、
「
毎
日
吉
く
訣
に
も
行
き
ま
す

ま
い
が
上
海
を
中
心
と
し
た
南
の
印
象
記
と
北
京
を
中
心
に
し
た
北
の
印
象

記
と
二
つ
に
分
け
て
御
送
り
す
る
」
（
大
畑
・
３
・
皿
薄
田
淳
介
宛
）
と
い
う

芥
川
自
身
の
予
定
も
、
「
新
人
の
眼
に
映
じ
た
新
し
き
支
那
／
近
日
の
紙
上

よ
り
掲
載
の
筈
」
と
大
見
出
し
を
つ
け
、

吾
が
社
は
こ
上
に
見
る
所
あ
り
、
近
日
の
紙
上
よ
り
芥
川
龍
之
介
氏

の
『
支
那
印
象
記
』
を
掲
載
す
る
（
略
）
氏
は
今
筆
を
載
せ
て
上
海
に
在

り
、
江
南
一
帯
の
花
を
狩
り
尽
し
た
後
は
、
や
が
て
春
を
も
と
め
て
北

京
に
上
る
。
へ
く
、
行
灸
想
を
自
然
の
風
物
に
寄
せ
る
と
共
に
、
交
り
を

彼
の
土
の
新
人
に
結
び
て
、
努
め
て
若
き
支
那
の
面
目
を
観
察
し
よ
う

と
し
て
居
る
。
新
人
の
観
た
る
支
那
が
、
如
何
に
新
様
と
新
意
に
饒
な

一

⑤

る
も
の
で
あ
る
か
は
唯
本
編
に
依
っ
て
の
み
見
ら
れ
よ
う
。

と
い
う
『
大
阪
毎
日
』
の
大
い
な
る
期
待
も
弊
え
、
作
品
発
表
は
帰
国
後
と

な
っ
た
。

幼
少
期
よ
り
漢
文
学
に
親
し
み
、
長
じ
て
中
国
文
学
に
素
材
を
得
、
そ
の

作
品
中
に
そ
れ
を
十
分
駆
使
し
、
更
に
は
書
画
骨
董
趣
味
旺
盛
な
芥
川
に
と

っ
て
中
国
は
、
「
僕
も
支
那
へ
行
き
た
い
ん
だ
（
略
）
上
海
ぢ
ゃ
一
月
い
く
ら

で
暮
ら
せ
る
た
ら
う
安
け
れ
ば
僕
も
一
月
位
行
っ
て
ゐ
た
い
」
（
大
７
．
，
．

鋤
斎
藤
貞
吉
宛
）
国
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
友
人
で
あ
る
谷
崎
潤
一
郎
が
大
正

⑥

七
年
十
一
’
十
二
月
に
、
佐
藤
春
夫
が
同
九
年
六
月
に
中
国
を
旅
行
し
、
帰

国
後
発
表
し
た
紀
行
作
品
を
見
て
大
い
に
触
発
さ
れ
て
い
た
折
の
派
遣
要
請

で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
風
邪
を
お
し
て
の
出
発
に
も
、
中
国
に
対
す
る
積
極
的

志
向
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
出
発
に
先
立
ち
催
さ
れ
た
送

別
会
の
席
（
精
養
軒
）
で
、
「
支
那
へ
行
っ
た
ら
昔
の
支
那
の
偉
大
ば
か
り
見

ず
に
今
の
支
那
の
偉
大
も
さ
が
し
て
来
給
へ
」
と
述
べ
た
里
見
諄
の
言
葉
に

「
私
も
そ
の
心
算
で
ゐ
る
の
で
す
」
（
大
叩
・
３
．
ｕ
薄
田
淳
介
宛
）
と
の
意

気
込
み
や
、
「
留
守
中
は
何
時
な
ん
時
紀
行
が
新
聞
に
出
る
か
知
れ
ぬ
故
始
終

新
聞
に
注
意
し
切
抜
か
れ
置
か
れ
た
し
」
（
大
、
・
３
・
沁
芥
川
道
章
宛
）
等

か
ら
も
十
分
窺
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
彼
が
、
上
海
上
陸
後
直
ち
に
入
院
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
わ
け
で

あ
る
か
ら
、
大
阪
毎
日
と
の
文
債
を
反
故
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

道
義
的
責
任
の
意
識
も
強
く
働
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
日

頃
よ
り
自
己
の
健
康
を
神
経
質
な
ま
で
に
気
遣
う
芥
川
に
と
っ
て
、
異
郷
の

地
で
の
発
病
は
大
い
に
不
安
の
念
を
か
き
立
て
た
に
違
い
な
い
。
少
な
く
と

』

一
一
・
一



こ
こ
で
筆
者
に
は
素
朴
な
疑
問
が
頭
を
拾
げ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
「
死
ぬ
」

か
と
思
う
程
の
病
を
得
た
芥
川
が
、
退
院
後
、
帰
国
も
せ
ず
に
そ
の
後
二
か

月
余
、
旅
行
を
続
け
た
と
い
う
こ
と
は
ど
う
し
た
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
？

と
．
特
に
「
西
安
は
戦
塵
未
収
ま
ら
ず
」
（
大
皿
・
６
．
２
薄
田
淳
介
患
、

「
大
同
へ
行
か
ん
と
す
る
所
に
ス
ト
ラ
イ
キ
起
り
汽
車
不
通
」
（
大
皿
・
６
．

型
芥
川
家
宛
）
ｌ
の
み
な
ら
ず
、
滞
在
し
て
い
た
上
海
は
、
そ
の
前
年
の
五

四
運
動
か
ら
排
日
風
潮
が
高
ま
っ
て
い
た
ｌ
等
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
中

国
は
動
乱
の
中
に
あ
っ
た
。
が
、
や
は
り
芥
川
は
旅
行
を
続
け
た
。
い
よ
い

よ
自
信
が
失
く
な
れ
ば
、
「
ど
う
も
健
康
が
確
か
で
な
い
か
ら
（
略
）
す
ぐ
漢

口
か
ら
北
京
へ
行
か
う
と
思
ふ
」
（
大
皿
・
５
．
妬
小
穴
隆
一
宛
）
と
予
定
変

更
に
出
た
彼
の
こ
と
だ
か
ら
、
い
か
に
大
阪
毎
日
に
対
す
る
義
理
か
ら
と
て

も
、
無
理
を
押
し
て
の
続
行
で
は
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
「
死
ぬ
」
か
と
思
っ
た
の
は
芥
川
一
流
の
大
仰
な
表
現
で
あ
っ

て
、
実
際
は
然
し
た
る
こ
と
も
な
し
、
と
言
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
現
実
に
彼
は
三
週
間
余
に
亘
り
入
院
治
療
を
し
た
。

入
院
時
の
芥
川
を
語
る
も
の
と
し
て
の
、
第
三
者
に
よ
る
資
料
及
び
証
言

芥
川
龍
之
介
「
上
海
勝
記
」

も
、
コ
時
は
上
海
に
て
死
ぬ
事
か
と
大
に
心
細
く
」
（
大
皿
・
４
・
型
芥
川
道

草
宛
）
や
、
「
急
に
死
ぬ
事
が
怖
く
な
り
な
ぞ
し
た
」
（
「
上
海
淋
記
」
五
病
院
。

「
上
海
源
記
」
は
以
下
「
上
海
」
と
略
記
）
等
を
見
て
い
る
限
り
で
は
そ
う
思
わ

れ
る
。

も
》

里
見
病
院
に
つ
い
て
は
、
現
在
発
行
さ
れ
て
い
る
註
解
付
き
『
芥
川
龍
之

⑧

介
全
集
』
で
は
「
未
詳
」
と
な
っ
て
い
る
。
『
支
那
淋
記
』
に
お
い
て
は
、

里
見
病
院
に
限
ら
ず
実
に
多
く
の
「
未
詳
」
箇
所
が
散
在
し
て
お
り
、
調
査

の
立
ち
遅
れ
が
み
ら
れ
る
。

さ
て
、
里
見
病
院
は
、
芥
川
が
上
海
滞
在
中
に
投
宿
し
て
い
た
「
万
歳

館
」
の
す
ぐ
近
く
や
密
勒
路
Ａ
６
号
（
現
、
上
海
市
虹
口
区
峨
順
路
Ⅷ
号
）
に
あ

⑨
っ
た
。
黄
浦
公
園
（
旧
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ガ
ー
デ
こ
を
右
に
し
て
、
白
渡
橋
（
旧
、

ガ
ー
デ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
）
を
渡
る
と
眼
前
に
「
上
海
大
廩
」
（
旧
、
ブ
ロ
ー
ド
ゥ
ェ
ィ

マ
ン
シ
ョ
ン
）
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
五
分
程
歩
い
て
虹
口
市
場
を
目
指
す
と
西

一
一
一
三

は
、
「
小
生
の
病
気
の
事
を
毎
日
の
や
う
に
掲
載
」
（
大
皿
・
４
・
型
芥
川
道

、
、
、
、
、

章
宛
）
し
た
上
海
の
新
聞
、
そ
し
て
入
院
先
の
里
見
病
院
関
係
者
と
い
う
こ

、
、
、
、
、

と
に
な
ろ
う
。
先
ず
、
上
海
の
新
聞
で
あ
る
が
、
芥
川
が
訪
中
し
た
当
時

（
一
九
二
一
訓
上
海
で
は
『
上
海
日
報
』
・
『
上
海
日
日
新
聞
』
・
「
上
海
毎
日

新
聞
」
（
原
名
『
上
海
経
済
日
報
』
）
及
び
週
刊
で
は
あ
っ
た
が
「
上
海
週
報
』

⑦

の
四
紙
が
邦
字
新
聞
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
い
ず
れ
か
に
「
病
気

の
事
」
が
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
管
見
に
よ
れ
ば
杳
と
し
て
四
紙
共

に
今
日
迄
、
そ
の
存
在
す
ら
把
み
得
な
い
。
念
の
た
め
、
原
地
紙
「
時
報
』

の
一
九
二
一
年
三
月
・
四
月
を
あ
た
っ
て
み
た
が
、
該
当
記
事
は
見
当
ら
な

か
っ
た
。
次
に
、
里
見
病
院
関
係
者
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
里
見

さ
ん
」
（
「
上
海
」
五
病
院
）
の
家
族
を
識
る
こ
と
が
で
き
た
。

二

■
』



回

四



る
」
（
「
上
海
」
一
一
第

一
瞥
〔
上
〕
）
と
述
べ
た
通
り
、
こ
こ
も
又
赤
煉
瓦
建
築
の
四
階
建
で
あ
る
。
こ

の
建
物
の
中
央
よ
り
左
半
分
が
里
見
病
院
で
、
芥
川
の
病
室
は
こ
の
裏
側
の

⑩

二
階
の
細
い
道
路
に
面
し
た
一
室
に
あ
っ
た
。

芥
川
は
上
陸
後
、
既
に
決
め
ら
れ
て
い
た
旅
館
「
東
亜
洋
行
」
へ
出
向
い

て
み
て
、
主
人
の
態
度
の
悪
さ
や
館
内
装
飾
の
品
位
の
な
さ
に
不
快
を
も
よ

お
し
、
直
ぐ
さ
ま
「
万
歳
館
」
へ
移
動
し
て
い
る
。
里
見
病
院
が
、
彼
の
意

芥
川
龍
之
介
「
上
海
渉
記
」

６
』

(旧里見病院）

側
が
呉
私
路
、
東
側

が
峨
媚
路
に
な
る
。

か
つ
て
こ
の
辺
り
一

帯
に
は
多
く
の
日
本

人
が
住
ま
い
し
、
所

謂
日
本
人
街
と
呼
ば

れ
て
い
た
地
区
で
あ

づ
（
》
Ｏ

病
院
の
建
物
は
当

時
の
ま
ま
で
、
現
在

は
ア
パ
ー
ト
と
な
っ

て
い
る
。
芥
川
が
上

海
上
陸
第
一
印
象
と

し
て
「
ど
ち
ら
を
眺

め
て
も
、
赤
煉
瓦

の
三
階
か
四
階
で
あ

る
」
（
「
上
海
」
二
↓
第

四
増
達
で
あ
る
。
こ

に
そ
ま
ね
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
へ
芥
川
は
ま
た
前
者
の
如
く
変
更
を
し
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
芥
川
は
、
友
人
知
己
に
囲
ま
れ
、
更
に
は

「
未
知
の
お
客
だ
っ
た
」
人
達
の
中
か
ら
何
時
し
か
「
遠
慮
の
な
い
友
達
づ
き

合
ひ
を
す
る
」
（
「
上
海
」
五
病
院
）
よ
う
に
な
っ
た
新
し
い
友
人
に
も
恵
ま

れ
、
三
週
間
余
を
過
ご
し
た
。
こ
の
新
し
い
友
人
の
中
で
、
と
り
わ
け
芥
川

の
関
心
を
喚
起
し
た
人
物
に
、
島
津
四
十
起
・
大
島
葎
花
・
五
十
嵐
飛
天
楼

等
、
『
海
紅
』
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
た
俳
人
達
が
い
た
。
彼
等
は
同
時
に

里
見
院
長
と
俳
句
仲
間
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
本
人
街
の
数
あ
る
病
院
の
中

か
ら
里
見
病
院
を
紹
介
し
た
村
田
孜
郎
も
烏
江
と
号
し
た
俳
人
で
、
院
長
と⑪

は
知
己
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
芥
川
は
、
「
余
技
は
発
句
の
外
に
は
何
も
な
い
」

と
言
っ
た
人
で
あ
る
。

五

(中央：里見院長右：大島葎花）



里
見
院
長
は
、
里
見
義
彦
と
い
い
、
狭
処
水
の
号
を
有
し
た
碧
梧
桐
派
の

⑫

俳
人
で
も
あ
っ
た
。
長
崎
医
学
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
明
治
三
十
九
年
上
海

に
渡
り
、
密
勒
路
Ａ
６
号
で
開
業
（
内
科
）
。
上
海
事
変
後
一
時
、
出
身
地
の

長
崎
に
戻
っ
て
い
た
が
、
昭
和
十
四
年
再
び
上
海
に
渡
り
、
同
十
八
年
十
一
月

五
日
、
狄
思
感
路
州
番
地
に
て
死
去
。
享
年
六
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
折
、

大
島
葎
花
は
「
六
十
九
年
目
の
秋
を
う
な
づ
い
て
逝
か
れ
た
」
と
、
追
悼
の

⑬

句
を
詠
ん
だ
。
墓
地
は
長
崎
市
小
島
の
正
覚
寺
に
あ
り
、
墓
碑
横
の
納
骨
堂

に
は
、
後
述
の
「
炭
を
つ
ぎ
つ
つ
胎
動
の
あ
る
を
語
る
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

里
見
病
院
は
、
現
在
子
息
の
里
見
正
義
氏
が
長
崎
市
城
山
町
に
て
開
業
、

そ
の
跡
を
継
い
で
い
る
。
大
正
十
年
当
時
、
小
学
校
四
年
生
で
あ
っ
た
正
義

氏
に
は
芥
川
の
記
憶
は
直
接
に
は
な
く
、
里
見
家
に
は
カ
ル
テ
は
も
と
よ
り

短
冊
な
ど
、
芥
川
に
関
す
る
資
料
と
な
る
雫
へ
き
も
の
は
現
存
し
て
い
な
い
。

更
に
、
当
時
の
看
護
婦
田
川
く
ら
（
長
崎
市
出
身
）
も
既
に
故
人
と
な
っ
て
い

づ
（
〕
。

し
か
し
、
密
勒
路
の
里
見
病
院
に
住
ま
い
し
、
直
接
芥
川
と
面
談
の
あ
っ

た
森
秋
氏
（
里
見
院
長
の
義
妹
、
当
時
十
八
歳
）
に
、
里
見
正
義
氏
宅
に
お
い
て

、
、
、
、

話
を
き
く
こ
と
が
で
き
た
。
当
時
、
上
海
小
町
と
噂
さ
れ
た
と
い
う
森
氏
は
、

今
も
そ
の
面
影
を
十
分
に
残
し
た
上
品
な
老
婦
人
で
あ
る
。
「
芥
川
先
生
は
、

大
変
に
美
し
い
、
大
変
お
や
さ
し
い
方
で
ご
ざ
い
ま
し
た
」
が
、
森
氏
の
開

口
の
言
葉
で
あ
っ
た
。

四

大
正
九
年
四
月
、
芥
川
は
そ
れ
迄
の
作
風
の
行
き
づ
ま
り
を
打
開
す
ぺ
く

「
秋
」
（
『
中
央
公
論
』
）
を
発
表
し
た
。
弓
秋
』
は
大
し
て
悪
く
な
さ
さ
う
だ
案

ず
る
よ
り
う
む
が
易
か
つ
た
と
云
ふ
気
が
す
る
僕
は
だ
ん
だ
ん
あ
上
云
ふ
傾

向
の
小
説
を
書
く
や
う
に
な
り
さ
う
だ
」
（
大
９
．
４
．
９
滝
井
孝
作
宛
）
や
、

「
僕
は
一
つ
の
難
関
を
透
過
し
た
よ
こ
れ
か
ら
は
悟
後
の
修
業
」
（
大
９
．
４

、
、
、
、
、
、
、

。
⑬
南
部
修
太
郎
宛
）
の
所
感
に
見
え
る
よ
う
に
、
芥
川
に
お
い
て
は
記
念

⑭

す
べ
き
作
品
の
「
秋
」
で
あ
っ
た
。

里
見
病
院
で
森
秋
氏
に
会
っ
た
芥
川
は
、
「
秋
」
に
つ
い
て
語
り
き
か
せ

た
が
「
女
が
小
説
な
ん
ぞ
読
ん
で
．
…
：
」
の
時
代
。
森
氏
が
素
直
に
作
品
の

名
を
知
ら
な
い
旨
の
返
事
を
す
る
と
彼
は
や
さ
し
く
微
笑
し
た
と
い
う
。

「
文
学
な
ん
ぞ
わ
か
ら
な
く
つ
た
っ
て
い
い
の
で
す
」
（
大
６
．
５
．
弧
塚

マ
マ

本
文
宛
）
や
、
「
ど
ん
な
人
の
前
へ
出
て
も
恥
し
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん

何
時
ま
で
も
知
ら
な
い
も
の
は
知
ら
な
い
で
お
通
し
な
さ
い
そ
れ
が
ほ

ん
と
う
の
人
間
の
す
る
事
で
す
」
（
同
．
９
．
４
同
右
宛
）
と
の
女
性
観
を
有

し
た
芥
川
に
と
っ
て
、
何
よ
り
も
不
快
な
存
在
は
、

「
今
月
中
央
公
論
に
御
出
し
に
な
っ
た
「
鴉
』
と
云
ふ
小
説
は
、
大

へ
ん
面
白
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
／
「
い
え
あ
れ
は
悪
作
で
す
。
」
私
は

謙
遜
な
返
事
を
し
な
が
ら
、
「
鴉
」
の
作
者
宇
野
浩
二
に
、
こ
の
問
答

を
聞
か
せ
て
や
り
た
い
と
思
っ
た
。
（
「
上
海
」
十
九
日
本
人
）

の
如
き
似
非
令
夫
人
・
令
嬢
で
あ
っ
た
。
更
に
は
こ
う
し
た
女
性
達
が
、
彼

五

三
／、



〆

の
入
院
中
、
花
束
を
ど
っ
さ
り
抱
え
て
か
わ
る
が
わ
る
病
室
に
押
し
か
け
て

く
る
の
に
畔
易
し
、
つ
い
に
院
長
に
「
面
会
謝
絶
」
札
を
出
し
て
も
ら
う
よ

う
申
し
出
、
実
践
し
た
。

わ
け

こ
う
し
た
こ
と
を
見
て
い
る
と
、
芥
川
が
森
氏
に
微
笑
し
た
理
由
も
自
ず

と
頷
け
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
同
時
に
入
院
中
の
芥
川
に
と
っ
て
、
心
な
ど

む
や
さ
し
さ
と
の
出
会
い
で
で
も
あ
っ
た
。

、
、
、
、

芥
川
の
容
態
に
つ
い
て
の
筆
者
の
質
問
に
対
し
森
氏
は
、
寝
た
き
り
の
状

、

態
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
と
語
っ
た
。
死
の
不
安
に
さ
ら
さ
れ
た
芥
川
が
？

と
問
い
直
す
と
、
森
氏
は
芥
川
が
入
院
中
を
抜
け
出
し
何
度
か
蘇
州
へ
出
か

け
、
帰
っ
て
き
て
「
蘇
州
美
人
に
会
っ
て
き
た
」
と
話
し
た
こ
と
・
里
見
家

の
座
敷
で
キ
チ
ン
と
背
広
を
着
て
、
院
長
や
既
述
の
俳
人
た
ち
と
よ
く
句
会

を
催
し
て
い
た
こ
と
を
述
尋
へ
た
。

こ
の
話
か
ら
、
同
席
の
里
見
正
義
氏
は
芥
川
の
病
名
「
乾
性
肋
膜
炎
」
に

つ
い
て
、
「
長
び
い
た
風
邪
に
は
こ
の
病
名
が
用
い
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

芥
川
先
生
も
日
本
を
発
つ
前
に
風
邪
を
ひ
い
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
ね
」
と
。

、
、

両
氏
の
話
を
総
合
し
て
み
る
と
、
死
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
と
述
べ
た
の
は
、
や

、
、

は
り
芥
川
の
誇
張
表
現
で
あ
っ
た
、
と
同
時
に
大
阪
毎
日
に
対
す
る
手
前
も

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
は
こ
の
時
既
に
『
支
那
辨
記
』
の
構
成
上
の
計

算
が
働
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

入
院
の
直
接
的
要
因
は
、
大
都
会
上
海
か
ら
離
れ
た
奥
地
で
の
病
気
再
発
を

、
℃
、
、
、

考
え
た
時
、
慎
重
を
期
し
て
静
養
の
た
め
と
い
う
の
が
穏
当
な
見
方
で
は
な

⑮

か
る
』
フ
か
。

芥
川
龍
之
介
「
上
海
辨
記
」

↓
』

た
だ
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
大
阪
毎
日
新
聞
記
者
村
田
孜
郎
の
存
在

で
あ
る
。
彼
は
上
海
に
あ
っ
て
常
に
芥
川
と
行
動
を
共
に
し
、
具
さ
に
そ
の

行
状
を
見
聞
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。
芥
川
に
は
「
ユ
ッ
ク
リ
レ
ゥ
ョ
ゥ
、
一
一
ョ
」

（
「
上
海
」
五
病
院
）
と
電
報
を
打
っ
た
薄
田
淳
介
も
、
一
方
に
お
い
て
は
村

田
に
職
務
と
し
て
芥
川
の
容
態
報
告
を
当
然
求
め
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

村
田
を
語
る
に
は
、
そ
の
資
料
は
あ
ま
り
に
乏
し
い
。
が
、
そ
う
し
た
中

⑯

で
『
中
央
公
論
』
に
掲
載
さ
れ
た
数
篇
の
彼
の
文
章
は
、
そ
の
人
物
像
を
形

象
さ
せ
る
に
比
較
的
忠
実
な
資
料
と
な
り
得
る
。

い
ず
れ
も
日
中
戦
争
の
特
集
を
組
ん
だ
折
、
村
田
が
中
国
よ
り
寄
稿
し
た

も
の
で
あ
る
。
「
支
那
学
生
運
動
の
実
体
」
（
昭
ｎ
．
２
）
や
、
「
上
海
・
南

京
・
香
港
」
（
昭
喝
・
４
）
を
見
て
い
る
と
、
記
者
と
し
て
の
冷
理
な
一
面
が

窺
え
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
今
こ
こ
で
は
芥
川
の
入
院
に
対
し
て
と
い
う
観

点
か
ら
、
所
謂
人
間
村
田
に
注
視
し
た
い
。

宿
の
ボ
ー
イ
の
話
で
は
す
ぐ
こ
の
横
町
に
十
五
に
な
る
娘
が
ゐ
る
、

親
が
困
っ
て
売
り
た
い
と
い
っ
て
ゐ
る
が
見
に
行
か
な
い
か
と
い
ふ
。

い
く
ら
だ
と
訊
い
た
ら
五
十
元
位
な
ら
手
放
し
て
も
よ
い
と
い
っ
て
ゐ

る
と
か
で
ボ
ー
イ
を
案
内
さ
し
て
一
緒
に
見
に
行
っ
た
（
略
）
そ
っ
と
遠

方
か
ら
眺
め
た
が
相
当
な
容
姿
の
娘
で
、
こ
れ
な
ら
五
十
元
で
も
高
く

は
な
い
と
思
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
好
奇
心
も
伴
っ
て
買
っ
て
見
た
い
気
も

し
た
が
（
略
）
日
本
の
や
う
に
（
略
）
年
が
明
け
た
ら
親
許
へ
戻
る
と
い
ふ

一
七
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や
う
な
こ
と
は
な
い
。
売
ら
れ
た
が
最
後
、
本
当
の
親
と
は
永
遠
の
別

・
離
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

右
は
、
「
人
情
地
理
・
支
那
」
（
昭
哩
・
２
）
中
の
一
文
で
あ
る
。
こ
の
現

地
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
〃
幾
ら
で
娘
が
買
へ
る
か
〃
、
〃
春
を
待
つ
娘
が
居

る
「
済
良
所
」
〃
、
〃
夢
幻
境
「
阿
片
窟
」
″
等
、
八
章
か
ら
成
り
、
当
時
も

し
く
は
そ
れ
以
前
に
お
け
る
中
国
の
、
世
態
風
俗
の
一
端
を
日
本
の
そ
れ
と

比
較
し
つ
つ
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

売
買
さ
れ
る
娘
を
「
哀
れ
」
と
思
う
一
方
で
、
「
買
っ
て
見
た
い
気
」
を

お
こ
し
、
．
般
民
衆
に
と
っ
て
の
極
楽
は
旧
正
月
で
あ
る
（
略
）
ま
っ
た
く

羨
し
い
程
の
歓
楽
を
尽
す
（
略
）
そ
の
旧
正
月
も
も
う
す
ぐ
間
近
に
迫
っ
て
来

、
、
、
、

て
ゐ
る
。
そ
れ
ま
で
は
内
乱
も
政
変
も
当
分
お
休
み
だ
」
（
傍
点
筆
者
）
な
ど

を
見
て
い
る
と
、
一
見
文
明
批
評
の
そ
れ
で
あ
る
が
、
全
く
別
の
像
が
同
時

に
見
え
る
。
そ
れ
は
、
無
意
識
の
裡
に
で
は
あ
っ
た
か
‐
も
し
れ
ぬ
が
、
ど
こ

か
で
右
の
よ
う
な
中
国
の
世
相
風
俗
を
受
容
し
、
し
か
も
馴
染
ん
で
い
た
と

思
わ
れ
る
村
田
像
で
あ
る
。
そ
し
て
、
中
国
に
長
年
住
ま
い
し
た
人
達
が
も

、
、
、

っ
所
謂
大
陸
的
と
称
さ
れ
る
も
の
が
村
田
の
中
に
内
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
す
な
わ
ち
村
田
に
と
っ
て
芥
川
の
行
状
な
ど
、

喰
末
事
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
う
し
て
芥
川
は
、
友
人
知
己
と
の
う
れ
し
い
。
な
つ
か
し
い
出
会
い
を

も
た
ら
し
た
里
見
病
院
ｌ
彼
が
最
も
愛
し
た
土
地
、
長
崎
の
香
が
漂
う
病

院
ｌ
で
、
ま
さ
に
快
適
な
静
養
の
日
々
を
送
っ
た
。
更
に
そ
こ
で
は
も
つ

、
Ｅ
、

と
大
き
な
も
の
と
出
会
っ
た
芥
川
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
母
と
子
、
そ
し
て

℃
、
、

父
と
子
と
の
邊
遁
で
あ
る
。

、

芥
川
が
、
そ
の
作
品
中
に
母
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
描
き
始
め
た
の
は
、

「
黒
衣
聖
母
」
（
大
９
．
５
『
文
章
倶
楽
部
』
）
・
「
南
京
の
基
督
」
（
同
・
７
『
中

央
公
論
』
）
等
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
正
九
年
の
「
秋
」
以
降
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
秋
」
が
作
風
の
転
換
作
と
な
り
得
な
か
っ
た
こ
と
は

既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

、
、

周
知
の
よ
う
に
、
芥
川
の
生
母
ふ
く
は
、
彼
の
誕
生
後
七
か
月
目
に
発
狂

し
て
い
る
。
芥
川
の
心
底
に
は
常
に
こ
の
生
母
の
存
在
が
低
音
部
と
し
て
深

層
に
沈
潜
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
晩
年
、
「
僕
の
母
は
狂

人
だ
っ
た
」
（
「
点
鬼
簿
」
一
）
と
初
め
て
生
母
に
触
れ
た
芥
川
で
は
あ
っ
た
。

、

し
か
し
、
こ
の
大
正
九
年
当
時
の
作
品
に
は
、
所
謂
母
を
素
材
に
は
し
て
い

た
が
、
そ
れ
が
即
生
母
の
描
写
に
飛
躍
す
る
状
態
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ

の
背
景
に
は
、
何
よ
り
も
己
が
身
辺
を
描
く
こ
と
（
私
小
説
・
心
境
小
説
）
を
烈

し
く
拒
否
し
た
芥
川
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

芥
川
は
里
見
病
院
で
の
こ
と
を
「
附
記
」
と
し
て
、
「
格
別
上
海
な
る
も

の
に
大
関
係
も
な
」
い
と
述
べ
な
が
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
次
の
一
文
を
記
し
た
。

唯
書
き
加
え
て
置
き
た
い
の
は
、
里
見
さ
ん
が
新
傾
向
の
俳
人
だ
っ

、
、
、
、
、
、
、

た
事
で
あ
る
。
次
手
に
近
什
を
一
つ
挙
げ
る
と
、
／
炭
を
つ
ぎ
つ
つ
胎

、
、
、
、
、
、
、

動
の
あ
る
を
語
る
（
「
上
海
」
五
病
院
。
傍
点
筆
者
）

従
来
こ
の
句
に
つ
い
て
の
解
釈
は
、
「
胎
動
」
に
註
を
付
し
「
胎
児
が
母

⑰

の
腹
の
中
で
動
き
出
す
こ
と
。
こ
こ
で
は
中
国
の
民
主
化
運
動
を
さ
す
」
と

七

、

八



な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
解
釈
の
是
非
に
つ
い
て
里
見
正
義
氏
に
た
ず
ね
た
と

こ
ろ
、
次
の
文
章
の
ご
教
示
を
得
た
。

炭
を
つ
ぎ
つ
つ
胎
動
の
あ
る
を
語
る
／
こ
の
句
は
或
い
は
記
録
に
残

っ
た
唯
一
つ
の
父
の
句
で
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
申
し
ま
す
の

マ
マ
マ
マ

は
、
こ
の
句
が
芥
川
龍
之
介
先
生
の
上
海
辨
記
の
中
に
紹
介
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
（
略
）
こ
の
句
が
出
来
た
頃
は
多
分
父
た
ち
も
若

く
、
在
留
邦
人
も
少
な
い
時
代
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
外
地
に
住
み
、

心
細
い
若
い
夫
婦
が
お
互
に
い
た
わ
り
合
っ
て
冬
の
或
る
日
に
語
り
合

っ
て
い
る
姿
が
忍
ば
れ
ま
す
。
胎
動
と
あ
る
の
は
、
義
妹
美
代
子
さ
ん

⑱

の
こ
と
云
々
ｏ

も
、
、
℃
も
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

新
国
家
設
立
の
た
め
の
胎
動
と
、
生
ま
れ
く
る
児
の
胎
動
と
で
は
あ
ま
り

に
解
釈
が
違
い
す
ぎ
る
。
動
乱
の
最
中
の
中
国
で
あ
っ
た
こ
と
、
芥
川
が
句

の
所
感
を
述
べ
な
か
っ
た
こ
と
、
里
見
病
院
が
「
未
詳
」
で
あ
っ
た
こ
と
等

を
合
わ
せ
考
え
て
み
た
時
、
前
者
の
解
釈
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
、
後
者
の
解
釈
を
識
っ
た
今
、
筆
者
は
里
見
院
長
の
数
あ
っ
た
で
あ
る

う
句
の
中
か
ら
あ
え
て
こ
の
句
を
選
び
、
紹
介
し
た
芥
川
の
意
識
に
注
目
し

た
い
・訪

中
の
前
年
、
芥
川
は
長
男
比
呂
志
を
も
う
け
た
。
従
っ
て
右
の
句
の

「
胎
動
」
の
主
体
を
比
呂
志
と
考
え
た
時
、
「
赤
ん
坊
の
出
来
な
い
内
は
、

一
人
前
ぢ
ゃ
な
い
ね
。
経
験
の
上
で
も
片
羽
の
人
間
だ
ね
」
（
大
９
．
４
．
”

恒
藤
恭
宛
）
と
、
吾
子
の
誕
生
を
よ
ろ
こ
ぶ
父
親
龍
之
介
が
防
佛
せ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
転
じ
て
「
胎
動
」
の
主
体
を
芥
川
の
所
謂
子
宮
回
帰
型
志
向
の
そ

れ
と
考
え
合
わ
せ
た
時
、
こ
の
句
に
対
す
る
芥
川
の
眼
は
少
し
微
妙
な
も
の

芥
川
龍
之
介
「
上
海
添
記
」

も
む
）

芥
川
の
作
品
中
、
表
題
も
し
く
は
副
題
に
直
接
「
母
」
を
付
し
た
も
の
に
、

「
母
」
（
大
、
。
、
『
中
央
公
論
』
）
・
「
お
母
さ
ん
」
（
「
少
年
」
所
収
大
過
・
４

１
５
『
中
央
公
論
』
）
・
「
母
と
子
と
」
（
「
貝
殻
」
所
収
昭
２
．
１
『
文
芸
春
秋
』
）

、
、

「
母
」
（
「
或
阿
呆
の
一
生
」
昭
２
．
ｍ
『
改
造
』
）
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
そ
の
発
表

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

年
代
は
中
国
か
ら
帰
国
後
の
こ
と
で
あ
る
。

愛
児
を
失
い
悲
し
み
に
く
れ
て
い
た
女
の
所
に
、
か
っ
て
「
得
意
の
情
」

を
満
面
に
た
た
え
て
吾
子
を
見
せ
つ
け
た
隣
の
女
か
ら
手
紙
が
寄
せ
ら
れ
る
。

そ
の
手
紙
か
ら
、
自
分
と
同
じ
不
幸
に
遭
遇
し
た
こ
と
を
知
り
、
女
は
「
眼

に
も
屑
に
も
」
「
烈
し
い
幸
福
の
微
笑
を
う
か
ゞ
へ
」
た
と
い
う
「
母
」
。
そ
し

一
九

と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

、
、
、

入
院
中
芥
川
は
「
薬
餌
無
徴
怪
夢
頻
」
（
「
上
海
」
五
病
院
。
傍
点
筆
者
）
で

あ
っ
た
と
述
べ
、
「
怪
夢
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
手
が
か

り
と
し
て
は
唯
一
つ

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
℃
、
、
、

こ
の
間
家
へ
か
へ
つ
た
夢
を
見
ま
し
た
本
所
の
家
で
し
た
義
ち
ゃ
ん

が
来
て
ゐ
ま
し
た
皆
が
幽
霊
だ
と
云
っ
て
逃
げ
ま
し
た
（
略
）
眼
が
さ
め

、
、
、
、
、
、
、
、

た
ら
悲
し
く
な
り
ま
し
た
夢
の
中
で
は
比
呂
志
が
チ
ョ
コ
チ
ョ
コ
と
駈

け
て
ゐ
ま
し
た
（
大
皿
・
５
．
５
芥
川
道
章
宛
。
傍
点
筆
者
）

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
芥
川
は
、
父
親
と
し
て
比
呂
志
の
こ

と
を
、
そ
し
て
十
八
歳
ま
で
住
ん
だ
本
所
の
家
に
突
然
帰
っ
た
自
分
自
身
を

夢
に
見
た
。
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て
、
女
と
し
て
生
き
る
母
を
懐
し
さ
と
不
快
の
入
り
ま
じ
っ
た
感
情
で
思
う

、

息
子
を
描
い
た
「
母
と
子
と
」
。
こ
れ
ら
は
母
を
扱
い
な
が
ら
内
容
は
例
に

よ
っ
て
ど
こ
か
で
高
見
の
芥
川
が
い
る
。
が
、
一
つ
注
目
し
た
い
の
は
、
二

、
、
、
、
、
℃
、
、

作
品
と
も
に
場
所
の
設
定
が
中
国
（
上
海
・
北
京
）
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
「
母
」
の
場
合
、
中
国
よ
り
帰
国
直
後
の
作
品
で
あ
っ
た
故
、

半
ば
思
い
つ
き
に
上
海
を
登
場
さ
せ
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
自
体
に
然
し
た
る

意
味
は
な
い
。
あ
る
い
は
「
今
日
こ
の
日
本
に
起
っ
た
事
と
し
て
は
書
き
こ

に
、
く

な
し
悪
い
」
（
「
澄
江
堂
雑
記
」
三
十
一
昔
）
と
考
え
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し

、
、
、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、
、
、

か
し
芥
川
は
、
初
め
て
自
身
の
生
い
た
ち
を
描
い
た
「
少
年
」
で
、
や
は
り

、
、
、
、
、

上
海
を
設
定
し
て
「
お
母
さ
ん
」
を
描
い
て
い
る
。

、
、

そ
れ
は
保
吉
が
八
才
か
九
才
の
秋
、
回
向
院
の
境
内
で
戦
争
ご
っ
こ
を
し

て
い
た
時
の
回
想
で
あ
る
。

彼
は
立
ち
上
る
と
、
思
は
ず
大
声
に
泣
き
は
じ
め
た
（
略
）
す
る
と

突
然
耳
も
と
に
潮
笑
の
声
を
挙
げ
た
の
は
陸
軍
大
将
の
川
島
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

／
「
や
あ
い
、
お
母
さ
ん
て
泣
い
て
ゐ
や
が
る
／
，
」
／
（
略
）
保
吉
は
爾

来
こ
の
「
お
母
さ
ん
」
を
全
然
川
島
の
発
明
し
た
誠
と
ば
か
り
信
じ
て

、
、
、
、
、
、
、
℃
、
、

ゐ
た
・
処
が
丁
度
三
年
以
前
、
上
海
へ
上
陸
す
る
と
同
時
に
、
東
京
か

ら
持
ち
越
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
為
或
病
院
へ
は
ひ
る
こ
と
に
な
っ

た
（
略
）
彼
は
白
い
寝
台
の
上
に
膿
朧
と
し
た
目
を
開
い
た
ま
ま
（
略
）
看

護
婦
は
突
然
椅
子
を
離
れ
る
と
（
略
）
／
「
あ
ら
、
お
目
覚
め
に
な
っ
て

、
、
、
、
、

い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
？
」
／
「
ど
う
し
て
？
」
／
「
だ
っ
て
今
お

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

母
さ
ん
っ
て
仰
言
っ
た
ぢ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
／
保
吉
は
こ
の
言
葉

、
、
、
、
泊
、

を
聞
く
が
早
い
か
、
回
向
院
の
境
内
を
思
ひ
出
し
た
。
川
島
も
或
は
意

二
○

。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

地
の
悪
い
誼
を
つ
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
」
（
六
お

母
さ
ん
。
傍
点
筆
者
）

⑲

こ
れ
は
、
三
好
行
雄
や
駒
尺
喜
美
の
言
う
よ
う
に
、
実
際
に
「
お
母
さ

ん
」
と
言
っ
た
か
否
か
が
問
題
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
も
と
よ
り
両
者
の

云
う
主
題
に
も
異
論
は
な
い
。
た
だ
こ
こ
で
筆
者
が
問
題
提
起
し
た
い
の
は
、

「
し
み
じ
み
塵
労
に
疲
れ
た
」
保
吉
（
芥
川
）
が
、
つ
い
に
自
戒
を
禁
忌
を

破
り
、
母
（
生
母
の
原
像
）
を
描
く
に
至
っ
た
そ
の
契
機
に
つ
い
て
で
あ
る
。

入
院
中
の
こ
と
は
、
確
か
に
特
派
員
と
い
う
公
的
立
場
に
あ
っ
た
芥
川
か

ら
し
て
み
れ
ば
、
「
格
別
上
海
な
る
も
の
に
大
関
係
も
な
」
い
こ
と
で
は
あ

っ
た
。
し
か
し
、
私
人
芥
川
龍
之
介
に
と
っ
て
は
、
ま
だ
そ
の
時
点
で
は
明

か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、
帰
国
後
三
年
目
に
し
て
「
少
年
」
の

「
お
母
さ
ん
」
と
な
っ
て
表
出
し
た
。
そ
し
て
「
少
年
」
を
契
機
に
芥
川
は
、

ｌ
破
滅
へ
の
道
で
は
あ
っ
た
が
ｌ
つ
い
に
「
僕
の
母
は
狂
人
だ
っ
た
」
、

「
狂
人
た
ち
は
皆
同
じ
や
う
に
鼠
色
の
着
物
を
着
せ
ら
れ
て
ゐ
た
（
略
）
彼
等

の
臭
気
に
彼
の
母
の
臭
気
を
感
じ
た
」
（
「
或
阿
呆
の
一
生
」
二
母
）
に
辿
り

着
い
た
。

狂
気
の
予
兆
に
怯
え
る
芥
川
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
十
分
に
過
ぎ
る
程
に

論
じ
ら
れ
て
き
た
。
が
、
怯
え
る
子
は
同
時
に
ま
た
「
何
の
為
に
又
こ
い
つ

も
己
の
や
う
な
も
の
を
父
に
す
る
運
命
を
荷
っ
た
の
た
ら
う
」
（
「
或
阿
呆
の
一

生
」
二
十
四
出
産
）
と
い
う
人
の
子
の
親
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
父
の
姿
を
芥

川
は
自
噸
句
「
老
酒
に
酔
っ
た
父
の
横
顔
」
（
「
江
南
源
記
」
二
十
一
客
桟
と

酒
桟
）
の
作
者
、
島
津
四
十
起
に
見
て
い
た
。



四
十
起
島
津
長
次
郎
は
、
明
治
三
十
年
上
海
に
渡
り
、
『
上
海
在
留
邦
人

々
名
録
』
や
『
上
海
日
本
電
話
帳
』
出
版
を
本
業
と
す
る
傍
ら
、
碧
梧
桐
派

の
俳
人
で
も
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
一
年
四
月
に
引
揚
げ
、
同
二
十
三
年
兵
庫

⑳

県
津
名
郡
志
筑
に
て
死
去
（
享
年
七
十
七
歳
）
。
以
上
は
そ
の
略
歴
で
あ
る
が
、

内
山
完
造
は
四
十
起
を
回
想
し
、
「
邦
人
中
異
色
の
人
で
、
色
々
逸
話
の
あ

⑳

る
人
で
あ
っ
た
」
と
述
令
へ
て
い
る
。

碧
梧
桐
派
の
俳
人
と
し
て
彼
の
作
品
は
、
『
海
紅
』
に
、
俳
句
五
・
消
息

及
び
近
況
録
十
五
通
（
う
ち
〃
上
海
だ
よ
り
〃
九
通
）
・
新
刊
〔
紹
介
〕
二
冊
（
『
上

．
⑳

海
、
漢
口
、
青
島
案
内
』
・
『
炮
き
つ
く
莞
』
）
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

異
色
で
逸
話
の
多
か
っ
た
四
十
起
に
対
し
芥
川
は
、
「
好
漢
」
と
称
し
、

佐
藤
春
夫
も
ま
た
「
朴
訓
で
親
切
で
然
し
何
処
か
に
調
子
は
ず
れ
の
所
が
あ

⑳

る
。
彼
を
評
す
る
為
め
に
は
好
漢
と
い
ふ
言
葉
が
一
番
適
し
て
い
る
」
と
、

全
く
同
じ
呼
称
を
与
え
た
。
佐
藤
の
訪
中
（
再
度
）
は
、
昭
和
二
年
の
七
月

か
ら
八
月
に
か
け
て
で
あ
る
。
そ
の
折
、
四
十
起
に
出
会
い
、
非
常
に
関
心

を
示
し
た
結
果
、
帰
国
後
彼
を
モ
デ
ル
化
し
て
「
老
青
年
」
（
昭
３
．
１
『
改

造
』
）
を
発
表
し
た
。

四
十
起
は
故
郷
の
淡
路
島
を
十
七
歳
の
時
飛
び
出
し
、
処
々
を
転
之
と
し

た
挙
句
、
気
に
そ
ま
画
女
房
を
追
い
出
し
て
、
子
供
は
親
威
に
預
け
新
天
地

を
求
め
中
国
に
渡
っ
た
。
「
人
々
か
ら
理
解
さ
れ
な
い
異
人
種
と
し
て
の
烙

印
を
捺
さ
れ
」
な
が
ら
も
、
「
ど
ん
な
苦
し
い
中
で
で
も
生
き
る
こ
と
は
楽

芥
川
龍
之
介
「
上
海
淋
記
」

九

$

し
く
な
い
こ
と
は
な
い
」
と
考
え
、
超
然
と
生
き
る
彼
に
と
っ
て
の
弱
点
は
、

「
お
父
さ
ま
か
ら
の
お
金
は
ま
だ
つ
き
ま
せ
ん
（
略
）
一
日
も
早
く
上
海
に
帰

れ
る
こ
と
を
願
ひ
致
し
ま
す
（
略
）
そ
の
日
、
夜
の
御
飯
を
み
な
た
ゞ
へ
ま
せ
ん

で
し
た
。
私
は
泣
い
て
居
り
ま
し
た
。
前
の
を
ぱ
さ
ん
が
親
切
に
し
て
下
さ

り
ま
す
の
で
お
米
を
一
升
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
さ
な
子
供
が
可
愛
さ
う
で

⑳
‐

な
り
ま
せ
ん
」
と
、
内
地
か
ら
手
紙
を
寄
こ
す
置
い
て
き
た
吾
子
に
あ
っ
た
。

右
は
「
老
青
年
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
モ
デ
ル
小
説
の
内
容
を
、
即
全

て
事
実
と
鵜
呑
に
し
て
軽
々
に
論
じ
る
つ
も
り
は
も
と
よ
り
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
子
供
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
信
懸
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
芥

、
、
、
、

川
も
ま
た
、
こ
の
父
子
に
つ
い
て
意
味
深
長
な
観
点
か
ら
「
上
海
辨
記
」
に

一
文
を
記
し
て
い
る
。

そ
れ
は
四
十
起
の
案
内
で
上
海
の
城
内
を
見
物
し
た
折
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

茶
館
で
「
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
小
鳥
の
声
」
に
遭
遇
し
た
芥
川
は
、
「
殆
ん
ど

逃
げ
る
や
う
に
（
略
）
恐
る
ゞ
へ
き
茶
館
を
飛
び
出
し
た
」
。
し
か
し
四
十
起
は

悠
然
と
し
て
「
少
し
待
っ
て
下
さ
い
。
烏
を
一
つ
買
っ
て
来
ま
す
か
ら
」
と

言
っ
て
一
軒
の
店
に
入
っ
て
行
っ
た
。
こ
の
時
芥
川
は
、
「
四
十
起
氏
を
待

、
、

っ
間
、
そ
の
飾
り
窓
の
正
面
に
あ
る
梅
蘭
芳
の
写
真
を
眺
め
て
い
た
。
四
十

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

起
氏
の
帰
り
を
待
っ
て
ゐ
る
子
供
た
ち
の
事
な
ぞ
を
考
へ
な
が
ら
・
」
（
傍
点

筆
者
）
と
、
余
情
的
表
現
法
を
と
り
そ
の
印
象
を
述
べ
て
い
る
。
父
親
を
離

れ
、
親
戚
と
は
言
え
他
人
の
家
で
ひ
た
す
ら
父
の
迎
え
を
待
ち
佗
び
て
い
る

子
。
そ
の
父
は
今
、
小
鳥
に
打
ち
興
じ
て
い
る
。
こ
の
光
景
を
、
対
照
を
、

芥
川
は
じ
っ
と
見
て
い
た
。

芥
川
は
そ
の
四
十
起
と
蘇
州
・
古
揚
州
に
も
連
れ
立
っ
て
い
る
。
蘇
州
で

ｑ
』



は
四
十
起
の
迂
潤
さ
か
ら
二
人
は
「
大
喧
嘩
」
を
し
て
い
る
。
が
、
後
に
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、

っ
て
芥
川
は
「
今
で
は
か
う
云
う
好
漢
と
、
何
故
喧
嘩
を
し
た
の
か
と
思
っ

て
ゐ
ま
す
」
（
「
江
南
渉
記
」
二
十
五
古
揚
州
〔
下
〕
・
傍
点
筆
者
）
と
書
い
て
い

る
。
こ
れ
を
、
碧
梧
桐
の
「
中
天
に
小
さ
く
な
っ
た
月
を
仰
い
で
二
人
で
笑

っ
た
。
其
の
笑
ひ
は
今
ま
で
と
は
違
っ
て
、
我
自
ら
を
叩
け
る
沈
痛
さ
が
響

い
た
」
や
、
「
発
車
ま
で
の
時
間
を
ど
う
利
用
し
よ
う
か
、
と
頻
り
に
奔
走

し
て
ゐ
る
Ｓ
に
は
構
は
な
い
で
、
停
車
場
の
待
合
室
に
つ
く
然
と
し
て
腰
か

⑮

け
て
い
た
」
と
の
四
十
起
観
と
比
し
た
時
、
芥
川
の
そ
れ
に
は
十
分
の
好
意

が
窺
わ
れ
る
。

好
意
の
根
底
に
は
、
四
十
起
の
性
情
か
ら
生
ず
る
父
子
関
係
の
哀
れ
さ
を
、

芥
川
は
己
が
父
子
の
姿
に
投
影
さ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
己

の
や
う
な
も
の
を
父
に
す
る
」
子
は
哀
れ
と
考
え
つ
つ
芥
川
は
ま
た
「
夢
の

中
で
は
比
呂
志
が
チ
ョ
コ
チ
ョ
コ
駈
け
て
ゐ
ま
し
た
」
や
、
「
た
ん
た
ん
の

一
咳
を
出
し
た
る
夜
寒
か
な
」
等
の
句
を
作
る
父
親
で
あ
っ
た
。

は
し
な
く
も
宇
野
浩
二
は
、
「
『
支
那
旅
行
』
を
境
に
し
て
、
芥
川
の
小
説

⑳

の
作
品
（
と
素
材
）
が
変
っ
た
」
と
述
べ
、
従
来
の
芥
川
に
見
る
こ
と
の
で

⑳
・

き
な
か
っ
た
「
心
境
小
説
風
の
作
品
」
が
登
場
し
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

そ
の
一
因
子
を
、
筆
者
は
以
上
、
上
海
里
見
病
院
の
こ
と
な
ど
に
考
え
て
み

た
。

注
①
吉
田
精
一
「
中
国
旅
行
」
（
『
芥
川
龍
之
介
Ｉ
』
吉
田
精
一
著
作
集
１
」
所

収
、
昭
副
・
皿
桜
楓
社
）
の
剛
頁
。

②
「
僕
の
神
経
衰
弱
の
最
も
甚
し
か
り
し
は
大
正
十
年
の
年
末
な
り
。
」
と
「
病

中
雑
記
」
に
記
し
て
い
る
。
（
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
八
巻
１
以
下
『
全
集
』

と
略
記
’
昭
昭
・
７
１
兜
・
７
全
十
二
巻
岩
波
書
店
）
の
畑
頁
。

③
森
本
修
『
人
間
芥
川
龍
之
介
』
（
昭
弱
・
５
三
弥
井
書
店
）
の
詣
頁
。

、
、
、
、

④
正
し
く
は
里
見
医
院
で
あ
る
。
し
か
し
芥
川
は
、
「
里
見
さ
ん
の
病
院
」
（
「
上

海
肪
記
」
）
、
「
里
見
病
院
」
（
「
江
南
辨
記
」
）
と
書
い
て
い
る
。
従
っ
て
本
稿

で
は
、
「
里
見
病
院
」
あ
る
い
は
「
病
院
」
で
以
後
統
一
す
る
。

⑤
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
（
大
、
・
３
．
証
木
曜
日
朝
刊
）
。

⑥
佐
藤
春
夫
は
、
昭
和
二
年
七
月
に
も
訪
中
し
て
い
る
。
（
本
稿
、
第
九
章
参

昭
辿
。

⑦
『
大
学
新
聞
学
叢
書
之
一
中
国
新
聞
史
』
（
主
編
者
曾
虚
白
中
華
民

国
弱
・
４
）
国
立
政
治
大
学
新
聞
研
究
所
発
行
の
妬
頁
。

⑧
「
上
海
瀞
記
」
（
「
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
新
装
註
解
」
第
六
巻
昭
如
・
１

筑
摩
書
房
）
の
８
頁
。

⑨
一
九
八
一
年
夏
、
里
見
病
院
跡
を
狄
思
威
路
（
現
、
漂
陽
路
）
州
Ｉ
上
海
市

公
安
局
調
？
ヘ
ー
に
た
ず
ね
た
が
、
こ
れ
は
後
、
里
見
正
義
氏
に
よ
り
上
海
事
変

後
転
居
し
た
住
所
で
あ
っ
て
、
芥
川
の
入
院
し
た
所
は
密
勒
路
の
病
院
で
あ
る

と
の
ご
教
示
を
得
た
。

⑩
こ
の
部
屋
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
芥
川
は
記
念
写
真
を
撮
っ
た
。
「
写
真
作
家
伝

叢
書
７
『
芥
川
龍
之
介
』
」
（
昭
蝦
・
３
明
治
書
院
）
の
花
頁
参
照
。

⑪
「
現
代
十
作
家
の
生
活
振
り
」
（
『
全
集
』
第
七
巻
）
の
郡
頁
。

⑫
「
夕
立
雲
が
反
れ
て
湖
心
の
我
舟
」
。
こ
れ
は
大
正
七
年
、
碧
梧
桐
が
西
湖

に
源
ん
だ
折
に
作
り
、
里
見
院
長
に
贈
っ
た
句
で
あ
る
。
表
具
が
な
さ
れ
、
里

見
家
に
現
存
し
て
い
る
。

⑬
里
見
正
義
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
な
お
、
筆
者
が
里
見
正
義
氏
を
訪
ね
た
の

は
、
昭
和
五
十
七
年
三
月
十
五
日
で
あ
る
。

⑭
「
秋
」
は
、
芥
川
の
意
に
反
し
転
換
作
と
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
周



知
の
通
り
で
あ
る
。
拙
稿
「
『
秋
』
作
品
鑑
賞
」
（
『
近
代
文
学
』
所
収
、
昭
印

・
３
学
術
図
書
出
版
）
参
照
。

⑮
里
見
院
長
は
、
芥
川
の
神
経
質
な
面
を
逸
速
く
認
め
、
「
乾
性
肋
膜
炎
」
の

病
名
の
も
と
静
養
を
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
身
体
の
方
は
こ
の
三
週

間
に
十
分
回
復
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
南
京
訪
問
中
、
ま
た
ま
た

「
死
に
さ
う
な
心
持
に
な
っ
た
」
芥
川
に
院
長
は
、
「
悪
い
と
思
っ
た
の
は
神

経
で
す
ね
」
（
「
江
南
淋
記
」
二
十
九
南
京
〔
下
〕
）
と
診
断
し
た
の
で
あ
る
。

⑯
本
文
中
に
挙
げ
た
も
の
の
他
に
は
「
新
蒙
古
縦
走
記
」
（
昭
ｕ
・
皿
）
や
、

「
徳
王
と
そ
の
周
囲
」
（
昭
哩
・
叩
）
等
が
あ
る
。
な
お
、
芥
川
の
村
田
観

に
、
「
蛮
骨
稜
稜
と
し
た
村
田
君
」
（
「
江
南
添
記
）
九
西
湖
〔
四
〕
）
が
あ
る
。

⑰
⑧
に
既
出
の
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
六
巻
の
、
頁
。

⑬
里
見
澄
子
「
父
の
句
碑
」
（
『
太
白
』
姉
号
昭
弱
・
５
）
の
皿
１
週
頁
。

⑲
三
好
行
雄
「
宿
命
の
か
た
ち
」
（
『
芥
川
龍
之
介
論
』
所
収
、
昭
副
・
９
筑

摩
書
房
）
。
駒
尺
喜
美
「
少
年
」
（
『
芥
川
龍
之
介
作
品
研
究
』
所
収
、
昭
娼
．

、
新
生
出
版
）
。

芥
川
龍
之
介
「
上
海
源
記
」

付
記
小
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
里
見
正
義
、
澄
子
、
森
秋
、
白
秦
恒
各
氏
の

ご
教
示
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

⑳
『
兵
庫
県
昭
和
俳
人
名
鑑
』
（
昭
銘
・
５
神
戸
市
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
）
。

⑳
内
山
完
造
「
文
芸
漫
談
会
の
思
出
」
（
『
魯
迅
の
思
い
出
』
所
収
、
昭
弘
・
９

社
会
思
想
社
）
の
川
ｌ
珈
頁
。

、
栗
田
靖
編
著
『
海
紅
総
目
録
（
大
正
篇
）
』
（
昭
誕
・
５
東
海
学
園
女
子
短

期
大
学
国
語
国
文
学
会
）
に
よ
る
。

⑳
佐
藤
春
夫
「
老
青
年
」
（
『
佐
藤
春
夫
全
集
』
第
七
巻
所
収
、
昭
妃
・
２
講

談
社
）
の
Ｗ
頁
。

⑳
同
右
の
剛
頁
。

⑳
河
東
碧
梧
桐
『
支
那
に
遊
び
て
』
（
大
８
．
ｍ
大
阪
屋
号
書
店
）
の
畑
及

び
皿
頁
。

⑳
宇
野
浩
二
『
芥
川
龍
之
介
』
（
筑
摩
叢
書
鍋
、
昭
哩
・
８
筑
摩
書
房
）
の

醐
頁
。

U
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三


